
日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
予
想
図

佐
賀
県
唐
津
市
に
あ
る
日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
斜
坑
を
訪
れ
、
現
場
責
任
者
か

ら
説
明
を
受
け
た
著
名
投
資
家
の
ジ
ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
氏
（
左
）

日韓トンネル構想
日
本
と
韓
国
の
関
係
は
、
戦
後

最
悪
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
低
迷
し
て

い
る
。
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

両
国
は
未
来
志
向
の
壮
大
な

「
夢
」
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
。
そ
の
夢
と
は
、
九

州
北
部
と
韓
国
南
部
を
海
底
ト
ン

ネ
ル
で
連
結
す
る
「
日
韓
ト
ン
ネ

ル
構
想
」
で
あ
る
。
日
韓
を
ト
ン

ネ
ル
で
「
陸
続
き
」
に
す
る
こ
と

は
、
負
の
歴
史
を
乗
り
越
え
る
決

定
的
な
契
機
と
な
る
の
は
間
違
い

な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
人
的

往
来
や
物
流
の
飛
躍
的
な
拡
大
に

よ
っ
て
、
両
国
の
繁
栄
に
大
き
く

寄
与
す
る
は
ず
だ
。

福
岡
市
中
心
部
か
ら
西
へ
車
を

約
１
時
間
半
走
ら
せ
る
と
、
玄
界

灘
に
突
き
出
た
佐
賀
県
唐
津
市
の

東
松
浦
半
島
に
着
く
。
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
地
域
の
一
角
に
あ

る
の
が
、
「
一
般
財
団
法
人
国
際

ハ
イ
ウ
ェ
イ
財
団
」
が
掘
削
し
た

日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
斜
坑
だ
。

調
査
斜
坑
と
は
、
海
底
ト
ン
ネ

ル
を
建
設
す
る
際
、
地
質
調
査
を

主
目
的
に
海
岸
近
く
に
試
験
的
に

掘
ら
れ
る
急
勾
配
の
ト
ン
ネ
ル
の

こ
と
。
入
り
口
に
は
「
日
韓
ト
ン

ネ
ル
唐
津
調
査
斜
坑
」
の
看
板
が

掲
げ
ら
れ
、
ハ
ン
グ
ル
で
も
書
か

れ
て
い
る
。
現
時
点
の
調
査
斜
坑

の
長
さ
は
５
４
０
㍍
で
、
深
さ
は

海
抜
マ
イ
ナ
ス
５６
㍍
に
達
す
る
。

「
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
。
こ

れ
は
ま
さ
に
世
界
を
変
え
る
歴
史

的
事
業
と
言
っ
て
い
い
」

調
査
斜
坑
に
は
海
外
か
ら
日
韓

ト
ン
ネ
ル
に
関
心
を
寄
せ
る
多
く

の
人
が
視
察
に
訪
れ
る
が
、
９
月

中
旬
、
興
奮
気
味
に
こ
う
語
る
小

柄
な
米
国
人
の
姿
が
あ
っ
た
。「
世

界
三
大
投
資
家
」
の
一
人
と
称
さ

れ
る
ジ
ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
氏
で
あ

る
。
調
査
斜
坑
の
突
端
（
切
羽
）

で
現
場
責
任
者
か
ら
説
明
を
受
け

た
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
氏
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
姿
で
構
想
実
現
に
強
い
期
待
を

寄
せ
た
の
だ
っ
た
。

日
韓
ト
ン
ネ
ル
構
想
は
、
１
９

８
１
年
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た

第
１０
回
「
科
学
の
統
一
に
関
す
る

国
際
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）」で
、
世

界
的
な
宗
教
指
導
者
、
故
文
鮮
明

師
が
世
界
中
の
自
由
な
往
来
を
可

能
に
す
る
「
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構

想
」
の
一
環
と
し
て
提
唱
し
た
。

そ
れ
に
基
づ
き
、
翌
年
に
は
国
際

ハ
イ
ウ
ェ
イ
財
団
の
前
身
で
あ
る

「
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
建
設
事
業

団
」
が
、
翌
々
年
に
は
専
門
家
ら

が
助
言
す
る
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
研

究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
調
査
・
研

究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

世
界
最
長
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
で

あ
る
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
約

５４
㌔
、
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
は
約

５０
㌔
。
こ
れ
に
対
し
、
日
韓
ト
ン

ネ
ル
は
、
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
財
団

の
見
積
も
り
で
全
長
２
３
５
㌔

（
海
域
部
１
６
８
㌔
）
に
も
な

る
。
ま
さ
に
人
類
史
上
最
大
の
ビ

ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
業
を
一

民
間
組
織
が
取
り
組
む
の
は
無
謀

に
見
え
る
。
だ
が
、
誰
か
が
先
陣

を
切
ら
な
け
れ
ば
、
実
現
へ
の
機

運
は
生
ま
れ
な
い
。
国
際
ハ
イ
ウ

ェ
イ
財
団
は
こ
れ
ま
で
、
ト
ン
ネ

ル
ル
ー
ト
と
し
て
想
定
さ
れ
る
唐

津
、
壱
岐
、
対
馬
で
の
地
表
踏
査

や
、
陸
上
・
海
上
部
の
音
波
探

査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
さ
ら
に

前
述
の
調
査
斜
坑
を
掘
削
し
て
地

質
調
査
等
を
行
っ
て
き
た
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た
世
界

最
高
の
技
術
陣
を
動
員
し
て
行
っ

て
き
た
調
査
を
通
じ
、
導
き
出
さ

れ
た
結
論
は
こ
れ
で
あ
る
。

日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
は
技
術

的
に
可
能
だ
�
�
。

日
韓
ト
ン
ネ
ル
に
次
世
代
新
幹

線
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
福
岡
�
ソ

ウ
ル
間
が
２
時
間
半
ほ
ど
で
結
ば

れ
る
。
ま
だ
実
績
の
な
い
リ
ニ
ア

モ
ー
タ
ー
カ
ー
を
導
入
す
る
の
は

現
時
点
で
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
も
し
リ
ニ
ア
で
あ
れ

ば
、
そ
の
時
間
を
さ
ら
に
大
幅
に

短
縮
で
き
る
。
両
国
は
日
帰
り
観

光
圏
内
と
な
り
、
人
的
往
来
は
飛

躍
的
に
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。

日
韓
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
さ

ら
に
将
来
的
に
国
際
ハ
イ
ウ
ェ
イ

が
３８
度
線
を
越
え
て
朝
鮮
半
島
か

ら
中
国
ま
で
つ
な
が
れ
ば
、
新
た

な
物
流
の
大
動
脈
が
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
日
韓
両
国
に
甚

大
な
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
ろ
う
。

建
設
費
や
採
算
性
な
ど
ク
リ
ア

す
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、

中
で
も
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
は
日
韓

両
国
民
の
理
解
を
い
か
に
促
進
す

る
か
だ
。
物
理
的
な
ト
ン
ネ
ル
を

建
設
す
る
前
に
、
ま
ず
「
心
の
ト

ン
ネ
ル
」
を
掘
ら
な
け
れ
ば
構
想

は
前
進
し
な
い
。

そ
う
し
た
中
、
２
０
１
０
年
以

降
、
４７
都
道
府
県
で
「
日
韓
ト
ン

ネ
ル
推
進
県
民
会
議
」
が
順
次
設

立
さ
れ
て
き
た
。
地
方
組
織
を
ま

と
め
て
国
に
構
想
実
現
を
働
き
掛

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
全
国

会
議
」
も
１７
年
に
設
立
さ
れ
た
。

韓
国
側
で
も
日
韓
ト
ン
ネ
ル
構

想
へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
唐
津
の
調
査
斜
坑
に

は
毎
年
、
２
０
０
０
人
ほ
ど
が
視

察
に
訪
れ
る
が
、
そ
の
８
割
が
韓

国
人
だ
。
今
年
３
月
に
開
か
れ
た

「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
実
現
九
州
連
絡

協
議
会
」（
会
長
・
梶
山
千
里
元
九

州
大
学
総
長
）
の
総
会
に
は
、
韓

国
か
ら
釜
山
地
域
の
大
学
総
長
ら

１６
人
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
で
実
施
さ

れ
た
世
論
調
査
で
は
、
国
民
の
６２

％
が
日
韓
ト
ン
ネ
ル
に
肯
定
的
だ

と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

未
来
志
向
の�
夢
�共
有
を

�地理と歴史変える�米投資家 ジム・ロジャーズ氏
私
が
知
る
限
り
、
今
世
紀
で
最
も
エ
キ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
だ
。
日
本
と
韓

国
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

今
は
隣
の
国
に
行
く
の
に
、
航
空
券
を
購
入

し
、
空
港
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
（
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
れ
ば
）
ド
ラ
イ
ブ
気
分

で
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
日
本
人
と
韓

国
人
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
る
だ
ろ
う
。

日
韓
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
た
ら
、
子
供
と
一

緒
に
東
京
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
。

そ
の
頃
に
は
３８
度
線
も
開
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
種
の
建
設
事
業
は
大
量
の
雇
用
を
生
み
出

す
。
開
通
し
た
ら
、
観
光
や
商
売
を
は
じ
め
す
べ

て
の
分
野
を
刺
激
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人
類
の
歴
史

で
も
頻
繁
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
は
英

仏
間
の
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
掘
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
理
を

変
え
、
歴
史
を
変
え
る
。
地
理
は
簡
単
に
変
え
ら

れ
な
い
が
、
日
韓
ト
ン
ネ
ル
は
そ
れ
を
変
え
る
も

の
だ
。

日
韓
ト
ン
ネ
ル
は
日
本
を
よ
り
ア
ジ
ア
に
近
づ

け
る
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
だ
。

私
は
専
門
家
で
は
な
い
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
地

質
学
者
も
財
務
の
専
門
家
も
可
能
だ
と
言
っ
て
い

る
。
採
算
を
確
保
で
き
、
日
本
も
韓
国
も
大
き
な

借
金
を
負
わ
ず
に
済
む
と
い
う
話
だ
。
こ
れ
は
イ

ン
フ
ラ
投
資
で
は
何
よ
り
好
ま
し
い
形
だ
。

日
本
は
現
在
、
多
額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
て
い

る
。
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
工
事
が
借

金
を
増
や
さ
な
い
、
子
供
の
将
来
に
重
荷
を
背
負

わ
せ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
示
す
こ
と

だ
。
そ
の
上
で
、
商
売
や
貿
易
な
ど
ト
ン
ネ
ル
が

も
た
ら
す
恩
恵
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
両
国
に
と
っ
て
良
い
こ

と
だ
。
政
治
家
が
な
ぜ
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い

の
か
理
解
で
き
な
い
。

人とモノの流れ 劇的拡大
日
韓
ト
ン
ネ
ル
は
完
成
後
に

採
算
を
確
保
し
、
１０
兆
円
と
も

言
わ
れ
る
建
設
費
を
賄
う
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
は
誰
も

が
抱
く
大
き
な
疑
問
だ
が
、
日

韓
の
専
門
家
か
ら
は
肯
定
的
な

試
算
が
出
て
い
る
。

中
で
も
、
注
目
を
集
め
て
い

る
の
が
、
西
南
学
院
大
学
法
学

部
の
野
田
順
康
教
授
が
昨
年
３

月
に
ま
と
め
た
報
告
書
だ
。
英

仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
や
日
韓
間
の
物
流
デ
ー

タ
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
日
韓
ト

ン
ネ
ル
の
利
用
予
測
や
採
算
性

を
試
算
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
韓
ト
ン

ネ
ル
が
担
う
日
本
と
北
東
ア
ジ

ア
諸
国
（
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ

ア
、
北
朝
鮮
）
と
の
総
貨
物
輸

送
量
を
３
２
７
６
万
６
０
０
０

㌧
と
予
想
。
鉄
道
で
こ
の
量
を

運
ぶ
に
は
、
１８
万
２
０
０
０
車

両
が
必
要
と
な
る
。
１
車
両
あ

た
り
２
２
５
万
円
と
仮
定
す
る

と
、
貨
物
輸
送
に
よ
る
日
韓
ト

ン
ネ
ル
の
年
間
収
入
は
４
０
９

５
億
円
。
営
業
利
益
率
を
英
仏

ト
ン
ネ
ル
と
同
じ
５５
％
で
計
算

す
る
と
、
２
２
５
３
億
円
の
利

益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

野
田
教
授
は
、
結
論
と
し
て

「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
が

実
現
し
、
十
分
な
出
資
と
ソ
フ

ト
ロ
ー
ン
が
供
給
さ
れ
た
場
合

に
は
、
日
韓
ト
ン
ネ
ル
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
主

張
。
１０
兆
円
の
建
設
費
を
３５
〜

５０
年
で
完
済
で
き
る
と
し
て
い

る
。こ

の
試
算
に
は
旅
客
輸
送
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
野
田
教

授
は
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
よ
っ
て
、
一
日
日
帰
り
圏
が

韓
国
南
部
と
日
本
の
九
州
・
中

国
地
方
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
も

確
か
だ
」
と
指
摘
。
英
仏
間
で

は
、
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
旅
客

数
が
１
９
９
５
年
の
７
３
０
万

人
か
ら
２
０
１
６
年
に
は
２
０

６
１
万
人
に
急
増
し
て
お
り
、

日
韓
で
も
「
同
様
の
状
況
が
発

生
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
予
想
し
て
い
る
。

採
算
確
保
は
十
分
可
能
専
門
家
試
算

調査斜坑の掘削工事の様子
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〒８１６－０８６４
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